
前回の水道料金改定について
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（料金統一と激変緩和措置）

No.7

事業統合と水道料金について

1. 統合の期日は、平成２８年４月１日とする。

2. 秩父広域市町村圏組合の一事務とする。

3. 現在ある事務所は、存続させ、施設管理を含めた

包括的業務委託を進めながら事務所の統廃合を行う。

4. 職員は、関係団体から運営上必要な人員を派遣する。

5. 水道料金は、５年以内に統一する。統一するまでは、基準料金を設け、

不足分は各市町から繰り入れる。

6. ４水道事業が有していたすべての資産等を引き継ぐものとする。

統合に関する覚書（要旨）
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秩父地域の水道料金
～統合前の料金を今も継続～

供給単価 ＝ 給水収益 ÷ 有収水量

○平成30年度 供給単価：水量１㎥あたりの料金収入

料金統一により
解決
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秩父市 横瀬町 小鹿野町 皆野町

長瀞町

（円/㎥） 供給単価 ＜4地区平均＞
現在の供給単価は

185.44円/㎥
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秩父圏域の現在の水道料金
～統合前の料金を今も継続～

○基本料金 ２ケ月の料金（税抜）

１３ｍｍ 1,960円 2,600円 1,900円 3,000円 

２０ｍｍ 3,660円 3,000円 2,600円 5,000円 

２５ｍｍ 5,300円 4,000円 3,200円 6,400円 

３０ｍｍ 10,980円 8,000円 3,800円 10,000円 

４０ｍｍ 10,980円 10,000円 5,400円 12,500円 

５０ｍｍ 20,000円 13,000円 8,000円 23,600円 

７５ｍｍ 42,600円 30,000円 19,400円 47,600円 

１００ｍｍ 74,000円 50,000円 － 68,200円 

１００ｍｍを超えるもの 155,000円 － － －

小鹿野町 皆野町・長瀞町横瀬町メータ口径の区分 秩父市

水道料金 ＝ 基本料金 ＋ 従量料金
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秩父圏域の現在の水道料金
～統合前の料金を今も継続～

○従量料金 ２ケ月の料金（税抜）

 口径20mm以下

 口径25mm

 口径25mm以上

20ｍ3超え 40ｍ3以下 140円 

40ｍ3超え 50ｍ3以下

50ｍ3超え 60ｍ3以下

60ｍ3超え 100ｍ3以下 160円 

100ｍ3超え 150ｍ3以下 262円 

150ｍ3超え 200ｍ3以下 300円 

200ｍ3超え 300ｍ3以下

300ｍ3を超える分 200円 

 20ｍ3以下
基本料金に含まれる

140円 

2ケ月で1ｍ
3
につき 秩父市 横瀬町 小鹿野町 皆野町・長瀞町

190円 

184円 

223円 

349円 

120円 

160円 

195円 

220円 

70円 

165円 

190円 

210円 

水道料金 ＝ 基本料金 ＋ 従量料金

5

水道料金統一の必要性

料金設定はバラバラ 明確な原価の算出無し
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秩父広域市町村圏組合水道事業経営審議会
～経営審議会とは？～

経営環境に相応しい
水道料金の改定率、料金体系を審議

統合後の
○水道事業の現況
○事業計画

○今後の財政見通し
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水道事業経営審議会 答申書
～ 概 要 ～
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水道事業経営審議会 答申書
～ 概 要 ～
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（百万円） 総括原価方式 資産維持率0.25％

支払利息

資産維持費

料金収入

146億2400万円

営業費用

資本費用

＜供給単価＞
必要な供給単価は

218.66円/㎥

平均改定率17.91％の算出根拠

＜供給単価＞
現在の供給単価は

185.44円/㎥

17.91％

維持管理費

減価償却費

　供給単価＝12,104百万円÷55,357千㎥＝218.66円/㎥
※維持管理費：人件費、修繕費、動力費、委託費等

146億2400万円

長期前受金戻入

控除額
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継続的な建設投資の必要性
構造物・設備 管路

健全 健全

経年化 経年化

老朽化 老朽化
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料金統一方向性の決定

これまで、別々の料金表を採用していたため地域
により大幅な改定率を生じることが予想される。

～料金改定の方針～

不足する収入額は
構成市町が負担！
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料金統一における激変緩和措置
～激変緩和による料金統一～

一般家庭における水道料金（口径13mm、２ケ月で40㎥使用した場合）

各市町が
不足する収
入額を負担
独立採算の
原則、公正
妥当な料
金とは言え
ない
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供給単価から見た料金統一イメージ

秩父市 横瀬町 小鹿野町 皆野・長瀞

供給単価 185.9 173.45 147.31 221.92
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26.20 %
値上げ

16.23 %
値下げ

単位：円

0 %

投資・財政計画上
経営に必要な最低ライン
（平均改定率17.91%）

基準料金体系
（秩父市）統一案

（平均改定率
0.25%）

１８５．９0円

２１８．66円

激変緩和
措置

構成市町繰入金により補てん
5年間でおよそ18億円

（年間約３億６千万円を団体ごとに按分）
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基本水量制廃止の影響
～現行の秩父市の水道料金への統一～
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使っても使わなくても
一定額！？
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統一により各市町に及ぼす影響
～ 横瀬町 ～

令和2年6月・7月実績より試算

0～500値上がり, 

308件, 9%

501～1,000値上がり, 

2278件, 70%

1001以上値上がり,

91件, 3%

0～999値下がり, 

589件, 18%

2カ月、口径13㎜使用者の状況

3,266件
平均

534円/2ヵ月
値上がり

9％が、2カ月で500円以内の
値上がりになる。
70％が501円～1,000円以内
の値上がりになる。

使用者の平均請求額は2か月
で534円値上がりになる。

18％が安くなる。
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統一により各市町に及ぼす影響
～ 皆野町 ～

令和2年6月・7月実績より試算

24％が、2カ月で500円以内
の値上がりになる。

76％は安くなる。

使用者の平均請求額は2か
月で653円安くなる

0～500値上がり, 

847件, 24%

1～500値下がり, 912

件, 25%
501～1000値下がり,

1031件, 29%

1001～以上値下が

り, 773件, 22%

その他, 

5件, 0%

2カ月、口径13㎜使用者の状況

3,568件
平均

653円/2ヵ月
値下がり

17

統一により各市町に及ぼす影響
～ 長瀞町 ～

令和2年6月・7月実績より試算

22％が、2カ月で500円以内
の値上がりになる。

78％は安くなる。

使用者の平均請求額は2か月
で690円安くなる

0～500値上がり, 

618件, 22%

1～500値下がり, 777

件, 27%
501～1000値下がり,

802件, 28%

1001～以上値下

がり, 661件, 

23%

2カ月、口径13㎜使用者の状況

2,858件
平均

690円/2ヵ月
値下がり
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統一により各市町に及ぼす影響
～ 小鹿野町 ～

令和2年6月・7月実績より試算

使用者の平均請求額は2か月
で1,771円（１か月885円）値上
がりになる。

0～500値上がり, 

783件, 17%

501～1000値上がり, 

386件, 8%

1001～2000値上が

り,

1809件, 40%

2001～3000値

上がり, 1594件, 

35%

その他, 

7件, 0%

2カ月、口径13㎜使用者の状況

4,579件
平均

1,771円/2ヵ月
値上がり

17％が、2カ月で500円以内の
値上がりになる。
8％が501円～1,000円以内の
値上がりになる。
40％が1,001円～2,000円以内
の値上がりになる。
35％が2,001円～3,000円以内
の値上がりになる。
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料金統一時期について
～ 新型コロナウイルス感染拡大をふまえ ～

予定通り、令和3年4月1日料金統一実施

ただし、

新型コロナウイルス感染拡大による、住民生活、
企業活動への影響を踏まえ

値上がりになる、横瀬町、小鹿野町において
は、統一料金の適用を、6か月間先送りする
ことを予定 先送りに伴う不足額は、

横瀬町、小鹿野町より水道会計
へ補てん 20



令和３年度からの
構成市町高料金対策補助金
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料金統一のまとめ
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方針決定後のスケジュール

令和２年４月、５月 パブリックコメントの実施

令和２年５月 新型コロナウイルスの影響による小鹿野町、横瀬町

の統一適用の６か月先送り決定と議会説明

令和２年９～１０月 住民説明会の実施

令和２年１１月 給水条例改正案の提出と可決

令和２年１２月 圏域内商工会へ統一の概要説明

令和３年１月 小鹿野地区の事業者への影響額個別通知の発送

令和３年２月 構成市町との高料金対策補助金（不足する収入に対

する繰入金）に係る覚書の締結

令和３年４月 料金統一

圏域内全戸、料金統一のお知らせビラの配布 23

水道料金の現状と今後の課題

前回の改定は答申で必要とされた改定率には遠く及ばな
い。不足額は一般会計からの繰入金により補填された。

水道事業は、独立採算制（市や町の一般会計に頼らない
体制）を維持できるよう、公正妥当で適正な原価を元に算
定された料金であることが求められる。

給水人口の減少と、施設設備の老朽化が進む中、現在の
料金設定では、数年のうちに資金不足に陥り、広域化事
業や管路の更新工事などの建設投資をすることが困難に
なる可能性がある。

今後５年ごとの投資計画の見直しと料金見直しを行い、適
正な料金を検討していく必要がある。 24


